
 

 

大阪支部奈良審判講習会講義資料 

2024年以降の主なルール改正 

＜シューズ規制＞  
2024.11.1より 800ｍ以上のトラック競技、三段跳も 20mm に規制 

＜フィールド競技での録画再生機器や録画映像＞ 
提供する者のすぐ近くの位置であれば競技区域内に持ち込むことが認められる。 

＜8レーンのトラックの場合のシードレーン＞ 

 
＜スタート時＞ 

そもそもスタートは 

・競技者が信号器の発射音を聞いてから、開始する。 
・TR16.7（参考） 競技者は最終の用意の姿勢をとった後、信号器の発射音を聞くまで   
スタートを開始してはならない。競技者が少しでも早く動作を開始したとスターターが
判断した時は、不正スタートとなる。 

TR16.5.3修改正について  

・「On your marks または Set の合図の後、音声や動作、その他の方法で他の競技者を妨害
し、その結果、その選手が不正スタートを生じさせた時」YC が発出される。 

したがって 

・「お願いします」と声を発する。OK 
・局所的な動き（ピクや微細な動き）があっても静止を確認し、号砲する。 
 
 

 
直線種目 

 

上位グループ 3・4・5・6 レーン 
中位グループ 2・7レーン 
下位グループ 1・8レーン 

 
200ｍ 

 

上位グループ 5・6・7レーン 
中位グループ 3・4・8レーン 
下位グループ 1・2レーン 

400ｍ 
・800ｍ 
・リレー 

上位グループ 4・5・6・7 レーン 
中位グループ 3・8レーン 
下位グループ 1・2レーン 



 

 

・ただし、上記の動きが他の選手の不正スタートを誘発した時は YCを発出。 
  （3レーンの選手がピク、4レーンの選手がつられて号砲前に飛び出した。 

同時に７ーンの選手も号砲前に飛び出した） 
 →3 レーンの選手に YCを発出しリスタート。 
 →3 レーンの選手に YCを発出し、7レーンの選手を不正スタートで失格。 
 →その他のパターンあり。 

リコールされるスタート 

①不正スタートがあったとき 
②ある競技者が動き、他の競技者の不正スタートを生じさせたとき  
③オートリコールが作動したとき 
④外的要因があったとき 
 

ルール改正についての詳細は、日本陸連 HP を参照し学習すること。 

日本陸上競技連盟 HP→委員会情報→競技運営委員会→ルール・ハンドブック 


